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令和２年

第２回定例会
６/11

　令和２年第２回定例会は６月11日に招集され、会期を２日間と決めた後、

諸般の報告、行政報告、監査報告、一般質問、報告２件、諮問１件、同意１件、

条例改正２件、補正予算１件、意見案１件を審議し、11日閉会しました。

報

告

情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情

報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

（
報
告
済
）

内容

町
長
は
、
毎
年
度
終
了
後
３
か

月
以
内
に
、
各
実
施
機
関
に
お

け
る
条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
議
会

に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
情
報
公
開
条
例
の
運
用
状
況

　

令
和
元
年
度

　

開
示
請
求　

19
件

　

処
理
状
況　

開
示
…
…
…
…
…
５
件

　
　
　
　
　
　

非
開
示
…
…
…
…
１
件

　
　
　
　
　
　

明
ら
か
に
し
な
い
…
１
件

　
　
　
　
　
　

公
文
書
不
存
在
…
12
件

　

不
服
申
立　

な
し

・
個
人
情
報
保
護
条
例
の
運
用
状
況

　

令
和
元
年
度

　

開
示
請
求　

な
し

令
和
元
年
度

京
極
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書 

（
報
告
済
）

内容

年
度
内
の
執
行
が
困
難
で
あ
る

た
め
令
和
元
年
度
の
事
業
を
翌

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

【
農
業
費
】

・
道
営
農
業
農
村
整
備
事
業
繰
越
額

２
３
８
万
円

・
小
中
学
校
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
繰
越
額　
　
１
４
７
０
万
４
千
円
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諮

問
・

同

意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

（
適
任
と
認
め
る
）

内容

人
権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
次
の
者

を
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　

中
村
厚
子 

氏　
　

櫻　

貢 

氏

　

︿
任
期
﹀
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

京
極
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命 

（
同
意
）

内容

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
っ

て
、
次
の
者
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

行
天
英
宏 

氏　

 

粥
川
一
也 

氏

　

横
川
順
行 

氏　

 

中
村
明
彦 

氏

　

小
山
憲
一 

氏　

 

後
藤
耕
藏 

氏

　

清
本
勝
彦 

氏　

 

熊
谷　

聡 

氏

　

小
柳
光
義 

氏　

 

酒
井
勇
一 

氏

　

船
場　

茂 

氏　

 

藤
波
秀
博 

氏

　

︿
任
期
﹀
令
和
２
年
７
月
20
日
か
ら

　
　
　
　

令
和
５
年
７
月
19
日
ま
で

条

例

改

正

京
極
町
税
条
例
の
一
部
改
正 

 

（
原
案
可
決
）

内容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

及
び
そ
の
蔓
延
防
止
の
た
め
の

措
置
が
納
税
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
緩

和
を
図
る
た
め
、
地
方
税
各
税
に
特
例

措
置
を
講
ず
る
た
め
地
方
税
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
税
条
例
に
お
い
て

も
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
政
府
の
自
粛
要
請
を

受
け
て
中
止
し
た
指
定
行
事
の
入
場
券

等
の
払
戻
請
求
権
を
放
棄
し
た
場
合

に
、
寄
附
金
を
支
出
し
た
と
み
な
し
て

個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の

対
象
と
す
る
も
の
や
、
住
宅
建
設
の
遅

延
に
よ
り
令
和
２
年
12
月
末
ま
で
に

入
居
で
き
な
い
場
合
で
も
、
令
和
３
年

12
月
末
ま
で
に
住
宅
に
入
居
し
た
と
き

は
、
個
人
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
を
適
用
で
き
る
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。

京
極
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正 

（
原
案
可
決
）

内容

財
政
支
援
の
対
象
と
な
る
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
に
対
応
す

る
た
め
、
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
受
け
る
者
は
、
減
免

を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
証
明
で
き

る
書
類
を
添
付
し
た
申
請
書
を
提
出

し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
令

和
２
年
２
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
納
期
限
が
設
定
さ

れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
税
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。

補

正

予

算

令
和
２
年
度

京
極
町
一
般
会
計
（
第
２
回
）

 

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
８
９
７
３
万

６
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
45
億
４
３
９
２
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税２

１
５
５
万
７
千
円
追
加

【
国
庫
補
助
金
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

５
４
８
５
万
９
千
円
追
加

・
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金

３
１
３
万
１
千
円
追
加

・
公
立
学
校
情
報
機
器
等
整
備
費
補
助

金 

７
３
３
万
６
千
円

【
道
補
助
金
】

・
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

２
８
５
万
３
千
円
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てん菜（ビート）てん菜（ビート）

写真上：共通商品券（緑）写真上：共通商品券（緑）

写真下：飲食店限定商品写真下：飲食店限定商品

　　　　券（赤）　　　　券（赤）

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
学
生
支
援
事
業
給
付
金

８
７
５
万
円

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
支
援
を
目
的
と

し
た
、
学
生
を
扶
養
す
る
町
民
へ
の
支

援
事
業
で
す
。

【
社
会
福
祉
費
】

・
温
泉
バ
ス
利
用
者
代
替
交
通
利
用
助

成
事
業
負
担
金 

60
万
円

温
泉
バ
ス
内
及
び
京
極
温
泉
内
の
密
集

防
止
に
よ
る
温
泉
バ
ス
の
休
止
に
伴
い
、

利
用
対
象
者
に
対
し
て
、
温
泉
バ
ス
代

替
利
用
券
を
配
布
し
ま
す
。

【
農
業
費
】

・
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金

２
８
５
万
３
千
円

て
ん
菜
（
ビ
ー
ト
）
栽
培
に
お
い
て
、

初
期
生
育
時
の
風
害
に
よ
る
損
害
、
枯

死
等
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安
定
生
産
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
栽
培
技
術

の
導
入
普
及
事
業
で
す
。

【
商
工
費
】

・
印
刷
製
本
費 

54
万
７
千
円

・
通
信
運
搬
費 

１
２
１
万
２
千
円

・
元
気
回
復
応
援
事
業
委
託
料

２
１
５
５
万
円

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
住
民
生
活
支

援
及
び
地
域
経
済
の
回
復
を
目
的
と
し

た
、
京
極
町
内
の
取
扱
店
で
使
用
可
能

な
商
品
券
を
京
極
町
民
全
員
に
７
千
円

分
（
共
通
商
品
券
５
千
円
・
飲
食
店
限

定
２
千
円
）
配
布
し
ま
す
。（
使
用
期
限

令
和
２
年
７
月
〜
10
月
末
）

・
商
工
業
振
興
事
業
補
助
金

８
５
０
万
円
追
加

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
住
民
生
活
支

援
及
び
地
域
経
済
の
回
復
を
目
的
と
し

た
、
年
末
に
商
工
会
が
発
行
し
て
い
る

お
買
得
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を
さ

ら
に
上
乗
せ
し
、
発
行
枚
数
を
増
刷
し

ま
す
。
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・
休
業
協
力
・
感
染
リ
ス
ク
低
減
支
援

金 

１
２
８
０
万
円
追
加

休
業
要
請
の
延
長
に
応
じ
、
感
染
リ
ス

ク
低
減
に
協
力
し
た
事
業
者
へ
の
事
業

継
続
支
援
で
す
。

【
教
育
総
務
費
】

・
ポ
ケ
ッ
ト
Wi-

Fi
使
用
料 

66
万
円

・
小
中
学
校
情
報
機
器
等
整
備
事
業

２
６
０
０
万
円

小
中
学
校
に
お
い
て
、
一
人
一
台
端
末

（
Ｐ
Ｃ
）
を
使
用
で
き
る
よ
う
早
期
に
整

備
し
、
感
染
症
対
策
に
よ
る
臨
時
休
業

等
、
緊
急
時
に
お
け
る
学
習
環
境
の
整

備
を
目
指
し
ま
す
。

【
小
学
校
費
】

・
消
耗
品
費 

４
１
２
万
３
千
円
追
加

ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
タ
オ
ル
等

【
中
学
校
費
】

・
消
耗
品
費 

２
１
４
万
１
千
円
追
加

ア
ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
、
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
タ
オ
ル
等

　京極町議会の本会議は、どなたでも傍聴できます。庁舎２階の議会事務局で受け付け

を行っていますので、ぜひ傍聴にお越しください。

議会を傍聴しませんか？

次回の定例会は９月中旬開会予定です 

【議会傍聴にかかる新型コロナウイルス感染予防について】

　世界的に新型コロナウイルスの感染が流行しており、道内でも感染者が引き続き発生

しています。

　本会議は人が多数集まりますので、感染予防のため、傍聴される場合は以下の点にご

留意願います。

風邪の症状（倦怠感・のどの

痛み・咳・発熱など）がある

場合は、傍聴参加を自粛願い

ます。

「咳エチケット」に努めてくだ

さい。（咳・くしゃみの際に、

マスク・ティッシュ・ハンカチ・

袖などで口や鼻をおさえる）

マスクを着用

願います。

手洗い・手指の

消毒を徹底して

ください。



一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
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当
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス　

感
染
防
止
対
策
の
評
価
は

町 長

町
民
一
人
一
人
が
予
防
対
策
に
真
摯
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る

城 田 幸 俊 議
員

問

京
極
町
民
に
お
い
て
は
、
行
政

か
ら
の
要
請
や
注
意
喚
起
を
よ

く
守
り
、
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
な
ど
も
不
足
す
る
中
、
本
日
ま
で
に

感
染
者
が
出
て
い
な
い
と
い
う
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
な
さ

れ
た
感
染
防
止
対
策
を
評
価
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
16
日
に
全
都
道
府
県
に

緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

５
月
25
日
に
、
札
幌
市
、
石
狩
管
内
、

空
知
管
内
で
の
集
団
感
染
が
新
た
に
発

生
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
除
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
解
除
後
の
週
末

に
は
札
幌
方
面
か
ら
大
量
の
車
両
が
流

入
す
る
結
果
と
な
り
、
あ
る
意
味
今
が

一
番
怖
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
我
慢
し
て
い
る
町
民
、

我
慢
し
切
れ
ず
中
山
峠
等
を
越
え
て
く

る
札
幌
市
民
と
い
う
構
図
が
生
ま
れ
る

中
、
こ
の
先
京
極
町
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

国
の
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
、
本
町
も
小
中
学
校

の
休
校
が
続
き
、
社
会
教
育
施
設
の
閉

館
や
飲
食
業
・
宿
泊
業
を
は
じ
め
と
す

る
経
済
活
動
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

本
町
は
感
染
防
止
拡
大
の
た
め
手
洗
い
、

手
指
の
消
毒
や
う
が
い
、
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
の
励
行
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
情
報
を
町
民

の
皆
様
に
数
次
に
わ
た
り
提
供
し
な
が

ら
、
対
策
実
行
を
要
請
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
道
の
緊
急
事
態
宣
言
や
道

と
札
幌
市
と
の
共
同
宣
言
で
の
要
請
に

よ
り
、
外
出
の
自
粛
等
、
全
て
の
町
民

を
対
象
と
し
た
対
策
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
本
町

か
ら
の
発
症
者
が
い
な
い
の
は
、
ひ
と

え
に
町
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
が
自

分
た
ち
に
で
き
る
予
防
対
策
に
真
摯
に

取
り
組
み
、
不
便
な
生
活
を
長
期
に
わ

た
り
辛
抱
し
て
い
た
だ
い
た
た
ま
も
の

で
あ
り
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

の
闘
い
は
長
期
に
わ
た
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
長
い
自
粛
生
活
で
心
も
体

も
疲
弊
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
に
は
一
日
も
早
く
こ
の
感
染

症
を
終
息
さ
せ
る
と
い
う
強
い
気
概
を

持
ち
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

6



ズバリ聞く！ 京極町のいま・これから

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
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窓口に設置した飛沫防止対策のためのアクリル板（京極町役場）窓口に設置した飛沫防止対策のためのアクリル板（京極町役場）

す
。
こ
れ
ま
で
の
習
慣
を
見
直
し
、
新

た
な
日
常
生
活
の
在
り
方
を
見
い
だ
し

て
い
く
た
め
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
町
も
し
っ
か
り
支

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

札
幌
市
を
含
む
石
狩
管
内
か
ら

の
移
動
自
粛
の
要
請
を
出
す
考

え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
当
町
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
要
請
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

答

梅
田
町
長　

移
動
自
粛
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
や
札
幌
市
が
頻

繁
に
札
幌
市
民
に
訴
え
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
町
と
し
て

も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
情
報
は
、
町
に

は
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
承
知
し
て
い
ま

せ
ん
。

小
中
学
校
の
臨
時
休
校
の
対

応
と
今
後

問

テ
レ
ビ
な
ど
で
全
国
各
地
で
の

リ
モ
ー
ト
授
業
等
、
取
組
も
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
の
小
中
学

校
で
は
ど
の
よ
う
な
試
み
が
行
わ
れ
た

の
か
。
ま
た
、
部
活
動
や
夏
休
み
な
ど

決
ま
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

答

横
路
教
育
長　

学
習
面
は
、
学

習
教
材
を
各
家
庭
に
配
付
し
、

提
出
の
際
に
は
校
舎
内
の
げ
た
箱
で
提

出
物
や
次
の
配
付
物
を
受
け
取
る
方
法

を
取
り
入
れ
、
感
染
予
防
の
徹
底
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
期
間
中
の
分
散
登

校
で
は
、
家
庭
学
習
の
進
み
具
合
の
確

認
や
家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
有
意
に
な

る
よ
う
各
教
室
に
配
置
し
て
い
る
図
書

の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校

の
全
学
年
で
、
対
面
せ
ず
に
健
康
面
や

学
習
面
に
つ
い
て
確
認
す
る
ビ
デ
オ
通

話
を
試
み
ま
し
た
。
今
後
検
証
の
上
、

効
果
的
に
進
め
る
た
め
各
学
校
と
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
か
ら
の
学
校
再
開
に
向
け
、

夏
季
休
業
を
短
縮
し
授
業
に
充
て
る
こ

と
と
土
曜
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

定
め
ら
れ
て
い
る
標
準
授
業
時
数
を
充

足
さ
せ
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
中

学
校
の
部
活
動
は
、
感
染
拡
大
防
止
に

留
意
し
な
が
ら
徐
々
に
活
動
を
始
め
て

い
ま
す
。
学
校
行
事
に
つ
い
て
は
小
学

校
の
運
動
会
、
中
学
校
の
修
学
旅
行
な

ど
は
９
月
実
施
で
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

問

今
後
、
臨
時
休
校
が
発
生
す
る

場
合
、
Ｇ※

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
よ
う
に
家
庭
学
習
が
で
き
る
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答

横
路
教
育
長　

各
学
校
と
ど
う

い
っ
た
こ
と
を
や
り
た
い
の
か

も
含
め
て
検
討
し
な
が
ら
、
前
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
…
子
供
た
ち
一
人

一
人
に
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
・

能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
で
き
る
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。
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林業・木材産業の成長産業化に向けた施策
の充実・強化を求める意見書      　（原案可決）

提出者　村上敦議員

　本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物の

供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるためには、「植

えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める必要がある。

　森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、山村地域を中心とする雇用・所

得の拡大による地方創生にも大きく貢献するものである。

　本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の実

現に向け、森林整備事業及び治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林・間

伐や路網の整備、山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、さまざま

な取り組みを進めてきたところである。

　人工林資源が本格的な利用期を迎える中、計画的な間伐や伐採後の着実な植林を一層進め

るため、地方債の特例措置を継続するなど、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成

長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要である。

　よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１．森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業･木材産業の振興と山村における雇用の安定化

を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。

２．間伐、植林、種苗生産等を着実に進めるため、「森林の間伐等の実施の促進に関する特別

措置法」を延長し、同法に基づく森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債を可能

とする地方債の特例措置を継続すること。

３．森林資源の循環利用を通じて林業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の実情

を十分に踏まえ、森林整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや森林づ

くりを担う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

令和２年６月11日

北海道虻田郡京極町議会

議長　船場英雄

【提出先】衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣・

　　　　　農林水産大臣・経済産業大臣・国土交通大臣・環境大臣・復興大臣　

意 見 案
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出席者
表　記　 議長　 副議長　 正副議長　 全員・議員多数

６月

５日

総務・産業建設合同常任委員会
議会運営委員会

11日

令和２年第２回定例会　開会・同日閉会
全員協議会

12日

全員協議会

25日

令和２年第１回羊蹄山ろく消防組合議会臨時会（倶知

安町）村上・後藤組合議員

令和２年第１回羊蹄山麓環境衛生組合議会臨時会（倶

知安町）後藤・村上組合議員

７月

20日

全員協議会

22日

令和２年第２回羊蹄山ろく消防組合議会臨時会（倶知

安町）村上・後藤組合議員

28日

議会だより編集委員会

８月

３日

丸亀市議会行政視察（役場）

５日

慶和園　花火大会（慶和園）

６日

自由民主党北海道第四選挙区支部移動政調会（倶知安町）

羊蹄山麓町村議会正副議長会議長会議（倶知安町）

７日

産業建設常任委員会

11日

議会だより編集委員会

議会活動日誌

議会議員は定例議会や臨時議
会のほか、各種研修や町内の
行事などに参加しています。

長年の功績をたたえて

北海道町村議会議長会表彰
　令和２年６月16日に開催（書面）された、

第71回北海道町村議会議長会定期総会にお

いて自治功労者表彰受賞者が発表され、本

町議会から菊地篤志氏が受賞されました。

　この表彰は、町議会議員として25年（議

長換算年を含む）の長きにわたり、地方自

治の発展に寄与した功績によるものです。

　この度の受賞を心よりお祝いいたします。
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あなたの写真が議会だよりの表紙になります。

テーマはテーマは「京極大好き！」「京極大好き！」
京極の美しい風景、みなさんの笑顔、季節を感じる写真など、なんでも結構です。

詳しくは議会事務局（42-2111）まで。ご応募お待ちしています。

表紙写真表紙写真をを募集しています！募集しています！

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
」
で

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
近
は
、
毎
年
大
き
な
災
害

が
起
き
て
い
ま
す
。
日
々
、
報
道
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
も
災
害
と
感
じ
て
い
ま
す
。
感
染
者
は
被
災

者
で
す
。
し
か
し
、
医
療
従
事
者
で
あ
っ
て
も
、
社
会
は
感

染
し
た
人
を
責
め
立
て
る
。「
嫌
悪
・
偏
見
・
差
別
」
が

生
ま
れ
、
人
権
問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

コ
ロ
ナ
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
広
が
る
感
染

症
。
感
染
防
止
策
と
し
て
、本
町
も
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
が
、

全
て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
情

況
の
中
、
新
し
い
日
常
・
生
活
様
式
を
身
に
つ
け
、
治
療

薬
と
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
ま
で
「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
」
で
す
。

楽
し
み
に
し
て
い
た
東
京
五
輪
が
、
来
年
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
村　

厚
子
）

みんなみんなのの

声声をを町政町政にに

編

集

後

記 「陳情」「請願」をご存じですか？
　町政への要望や意見を議会に提出

することができます。議員の紹介の

あるものを請願、ないものを陳情と

呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会運

営委員会で協議し、付託された委員

会で審査することに決定したものは

慎重に審査され、本会議で最終的に

採択か不採択になります。採択され

たものは、町長などにその結果を伝

え実現を図ります。

なつかしい町並みの八幡通り 現在の八幡通り

ノスタルジーを感じさせるかつての八幡通り。

写真を見ると建物は大きく様変わりしましたが、正面

の八幡山の森は変わりなくかまえています。子供の頃、

ここで遊んだ人たちは多いことでしょう。

自然の中で育まれた思い出はいつまでも心に残るもの

です。

※以前教育委員会が発行していた「ミズナラ」で連載していたものを、改めて議会だよりに掲載することにしました。


